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中文日訳におけるいくつかの問題点について
中国浙江財経大学　方　小贇
1．はじめに
日本語教育に携わって、学生たちが中国語から日本語への翻訳作業を行なうに
際して、間違って翻訳したり、適切な訳語が見つからなかったり、また訳したも
のが日本語において不明瞭であるなど、様々な問題にぶつかることを頻繁に目に
する。本論文は語彙、文法などの視点から分析することによって、それらの問題
点が発生する原因を究明することを目的とする。
2．同形語の誤訳
日本語と中国語は共通して漢字表現があることから、中国人学習者にとって日
本語学習は容易であるという先入観がある。実際、同じ漢字使用であるがゆえに、
大きな誤解を生じる場合がしばしば存在する。その中で特に目立つのは「日中同
形語」である。
日中同形語について、何（2012：1）は音訓の読み方・文字数・借用関係を問わ
ず、両国の文字改革によりもたらされた字体の相違があっても、漢字のもとが同
じである、中国語と日本語の間に存在している同形の漢字語と定義している。ま
た、同形語の分類に関して、曽根（1988：61-96）をまとめると、次の三分類にな
る。（1）同形同義語：漢字の構造と意味が同様であるもの；（2）同形異義語：漢
字の構造は同様であるが、意味が全く異なるもの；（3）同形類義語：漢字の構造
が同様であり、一部が共通するもの。ここで、中国語を日本語に訳す際に、両言
語における同形語、特に同形異義語と同形類義語の誤訳について例を挙げながら、
考察を試みる。
2.1 同形異義語
両言語では同じ構造を持ちながら、意味が全く異なる同形異義語において、そ
の誤用が頻出する。例えば、「爱玩－愛玩」「可怜－可憐」「姑－姑」を挙げよう。
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（1）爱玩－愛玩
例文 1：有人说，不爱玩的人爱走极端 1。
誤訳：愛玩ではない人は極端に走りやすいと言われている。
適訳：遊び好きではない人は極端に走りやすいと言われている。
同形語とはいえ、日本語の「愛玩」は大切にし、かわいがることを表すのに対
して、中国語の「爱玩」は遊び好きの意味である。日本語の「愛玩」は多く、小
さな動物について言い、プラスのイメージがある。一方、中国語の「爱玩」は人を
表すのに用い、遊び好きで、まじめに仕事をしないというややマイナスのイメー
ジを与える。
（2）可怜－可憐
例文 2：长者对世人宣布：我要把这宝贵的东西，赠送给世界上最可怜的人。
誤訳：長者は「わたしはこの貴重なものを、世界で最も可憐な人に贈呈した
い」と世間の人に宣言した。
適訳：長者は「わたしはこの貴重なものを、世界で最も可哀相な人に贈呈し
たい」と世間の人に宣言した。
「可怜」は現代中国語で、古代中国語では日本語と同様に「可憐」と書かれる。
この中国語の「可怜」はかわいそう、哀れ、気の毒などを意味するが、同形語で
ある日本語の「可憐」は姿・形がいじらしくかわいらしいさま、守ってやりたく
なるような気持ちを起こさせるさまであり、特に人が弱いものの頑張っている様
を見て人が感じる気持ちを表す言葉である。
（3）姑－姑
例文 3：这一带地方上的东西，都是我姑姑管着。
誤訳：この辺りのものは、すべて私の姑が管理している。
適訳：この辺りのものは、すべて私の父方の叔母が管理している。
中国語の「姑」は父方の姉妹・夫の姉妹・尼などを意味するのに対して、同じ
漢字の日本語の「姑」は姑（しゅうとめ）を意味する。 
また、このほかにも、周知のように、日本語と同形語である中国語の「爱人（配
偶者）」「爱想（考え好き）」「大家（皆さん）」「汽车（自動車、乗用車）」「床（ベッ
1
 この論文における中国語の例文は自作例以外は CCL（北京大学中国语言学中心）とい
うコーパスから引用したものである。
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ド）」なども翻訳の際に大きな間違いを招きやすい。
2.2 同形類義語
次に両言語において漢字の構造が同様であるが、意味が一部共通する同形類義
語について、「要求－要求」と「演习－演習」を例示して分析する。
（1）要求－要求
例文 4：中国强烈要求加入世界贸易组织。
誤訳：中国は世界貿易機関への加盟を強く要求する。
適訳：中国は世界貿易機関への加盟を強く希望する。
両言語の「要求」はともに「必要なこととして、また、当然の権利としてそれ
を求めること」を意味するが、中国語の「要求」は動詞として「要求する、求め
る」のほか、「要望する」の意味もあり、日本語より意味範囲が広い。上記の例で
は、世界貿易機関への加盟は当然の権利というほどではないので、むしろ「希望
する」「要望する」のほうが妥当だと思われる。この例では中国語の「要求」は日
本語ほど語調が強くないことが分かる。
（2）演习－演習
例文 5：现在军队出发打仗，也要预先演习，试试枪炮的。
訳文：今日軍隊は戦争に出かけ、前もって演習をし、銃砲の試し撃ちをしな
ければならない。
日本語の「演習」は中国語より意味範囲が広い。中国語の「演习」は実戦や非
常時を想定して行う訓練のことである。この意味は日本語と共通している。ただ
し、日本語の「演習」は「演習問題」が示すように、慣れるために繰り返し習う
ことを表し、また、ゼミという意味も持つ。多義語としての日本語の「演習」を
知らない中国人学習者に、「今日は演習の授業があるよ。」と教えたら、きっと戦
争の準備なのかと驚かせることになろう。
3. 数量詞の誤訳
中国語から日本語へ翻訳する際に、数量詞も難しい課題となっている。まず、
日本語訳では原文（中国語）にある「一（個、台、冊など）」を表す数量詞がしば
しば省略されている。例えば：
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例文 6：我有一个好办法。
誤訳：一つのいいアイデアが浮かんだ。
適訳：いいアイデアが浮かんだ。
例文 7：昨天下了一场雨。
誤訳：昨日一場の雨が降った。
適訳：昨日雨が降った。
例文 6と例文 7では学習者は名詞の前に「一つ」や「一場」を付け加えること
によって間違いを招いている。しかも、「一場」も中国語式の日本語で日本人には
通じないだろう。誤訳は日本語の言語習慣に相応しくない訳し方であり、母語の
中国語からの干渉だと言える。また、人を表す場合はどうであろうか。
例文 8：他是一个淘气的孩子。
誤訳：彼は一人のいたずらっ子だ。
適訳：彼はいたずらっ子だ。
例文 8のように、中国語では「他是淘气的孩子」に「一个」を付加することが
可能であるのに対し、訳文では ｢彼はいたずらっ子だ｣ に ｢一人 (の )｣ を付加す
ると不自然な文となる。この原因について、奥津 (1986：76)は、｢中国語では、名
詞が不定・単数であれば、普通＜一＞を使い、複数の場合は数量詞を使わなくて
もいい。つまり単数は有標、複数は無標なのである。一方、日本語では、単数・
複数いずれも特定の標識はとらない。どちらかといえば、無標の名詞を単数とと
りやすい｣ と述べている。つまり、日本語の訳文は、一人の場合は数量詞を言及
しないほうが自然なものになる。
さらに、日本語は中国語と同様に対象によって、それを修飾する数量詞が異な
る。例えば、「筷子一双（箸一撮）「啤酒两瓶（ビール二本）」「电影三部（映画三
本）」「鱼四条（魚四匹・四尾）」「碟子五个（皿五枚）」「西装六套（スーツ六着）」
などが挙げられる。中国人学習者は数量詞を訳す際、よく中国語の数量詞をその
まま当てはめる。「ビール二本」を「ビール二瓶」、「映画三本」を「映画三部」と
訳す。それは漢字を共有するからこそ起きる問題点だと言えよう。日本語の量詞
が多くて覚えられず、あるいは適切なものがわからず、ひどい場合はすべての日
本語の量詞を「～個」や「～つ」に訳す。
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4. 人称代名詞から生じる問題点
小池 (2001)は日本語の表現について、判断対象主に関する情報は、文脈から提
供されれば十分で明示される必要はないと述べている。つまり、日本語は判断対
象主、ここでいう人称や代名詞、を言い表わさないことが多い。それに対して、
中国語は代名詞が文中に現れないと、意味内容の誤解を招きやすく、人称や代名
詞などを使って文の意味をはっきりさせる。次の例文を見てみよう。
例文 9：让你这么一说，我真的很后悔。
誤訳：あなたにそう言われると、私はほんとうに悔しい。
適訳：そう言われると、ほんとうに悔しい。
例文 10：你妈妈好吗？
誤訳：あなたのお母さんはお元気。
適訳：お母さんはお元気。
例文 9と例文 10 が示すように、中国語では「我」「你」などの代名詞を明示す
るが、訳文はそれを省略することが多い。このほか、日本語では話し手の考えや
気持ちを表す動詞（思う、心配する、～しよう）、感情を表す形容詞（うれしい、
恋しい）、知覚を表す形容詞（痛い、寒い）などの場合は主語を省略できる。学習
者は翻訳する際に、しばしば代名詞をつけることになる。例えば、「我很开心」を
「わたしは嬉しい」など日本語らしくない訳文をつける。また、次の例を見よう。
例文 11：朋友给了我一辆自行车。
誤訳：友達が私に一台の自転車をくれた。
適訳：友達が自転車をくれた。
例文 11 のように、中国語では授受を表すときは、授受関係を表す「朋友（友
達）」と「我（私）」を明示しなければならない。それとは対照的に、日本語では、
「私」が省略されることが多い。学習者は翻訳をするときよく「私」を明示し、数
量詞「一台」まで訳して間違いを引き起こす。これは日本語の「あげる、くれる、
もらう」と中国語の「给」の根本的な違いからくると思われる。
日本語の「あげる」は、「主語は人に～をあげる」、「もらう」は「主語は人に～
をもらう」というように使用される。「あげる」も「もらう」も「私」或いは「私
の身内」を省略するが、それは日本語全般の特徴で「私」が主語の場合は省略す
るからだと思われる。
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「くれる」は、「主語は私／私の身内に～をくれる」となり、「くれる」は常に
受益者が私あるいは私の身内だから言及する必要性は低く、供与者に注目がおか
れるため、私や私の身内は多くの場合省略される。
以上で分かるように、中国語ではだれがそう感じたのか、そう思ったのか、と
いうことを明示する傾向が見られる。これを日本語に訳す場合には、主体を明確
にする必要なくなる。これについて、影山（2001:31）は、「動作主がいるのに、
あからさまに表現しないというのは、いかにも日本的で」と指摘しており、吉川
（1995:217）もまた、「日本語では話し手や聞き手が話の舞台の背後に隠れ、文の
構成要素として表面に出てこない」と述べている。つまり、日本語は動作主や被
動作主が意味に含まれているにもかかわらず、表に出ない傾向がある。中国語原
文にある人称代名詞を訳さないほうが日本語らしいと思われる。
5. 形容詞・動詞の誤訳
次に形容詞や動詞を見てみよう。
例文 12：昨天很热。
誤訳：昨日は暑い。
適訳：昨日は暑かった。
中国人日本語学習者の翻訳や作文には、上級の学生さえテンスによる形容詞の
間違いが著しい。中国語は語尾の変化がなく、「了」をつけることによって過去を
表すと言われるが、「昨天很热」が例示するように過去のことを表す形容詞の後ろ
には「了」を用いない。これに対して日本語では「昨日は暑かった」のように過
去を表す「た」形を用いる。これは母語の影響によって誤訳が生じる例だと言え
よう。
また、動詞に関して、中国語では動詞を明示する傾向にあるが、日本語は動詞
を省略することが多い。次の例文 13 を見よう。
例文 13：我喜欢吃点心。
誤訳：私はおやつを食べるのが好きです。
適訳：私はおやつが好きです
中国語ではおやつをどうするのが好きなのかを考え、動詞「吃（食べる）」を加
え「喜欢（好き）＋ VP」の形にする。そのほか、「忘了带（持つ）伞――傘を忘
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れた」のように、中国語では「傘を持つのを忘れた」と考え、動詞「带」を補い、
「带伞」という動詞句を「忘」の目的語にする。一方、日本語は名詞表現のみで中
国語とはっきり区別しなければならない。
6. ことわざ・熟語の誤訳
ことわざは、日中両国とも、生活体験からきた社会常識を示すものが多く、教
訓や風刺の意味をもっている。つまりことわざは文化色が豊かなものである。日
本と中国の関係は古代から非常に密接で、しばしば「一衣帯水」と形容されるよ
うに文化の交流が盛んに行われるとともに、独自の発展も伴ってきた。それはこ
とわざに反映され、両言語では非常に類似した表現（一寸光阴一寸金 2――時は金
なり）もあれば、意味内容が微妙に異なるもの（家花不如野花香――隣の花は赤
い 3）もある。さらに「恐れ入谷の鬼子母神」「蜘蛛の子を散らす」などのような完
全たる日本語のことわざも多くある。
学識不足も原因で、学習者にとって中国語のことわざをいかにして日本語らし
く訳すかが難題となっている。実際の翻訳では、学習者はそれらを直訳する傾向
が見られる。例えば、次の例文 14、15 を見よう。
例文 14：山中无老虎，猴子称大王。
誤訳：山の中に虎がいないと、猿が王となる。
適訳：鳥無き里の蝙蝠
例文 15：守株待兔。
誤訳：株の下でウサギを待つ。
適訳：柳の下にいつもどじょうはいない。
また、中国文化から生まれた多量の熟語をどのようにして適切な日本語に訳す
かも非常に困難なものである。次は中国語の「半天」を例にしよう。
例文 16：我等了半天也没来，就先赶过来了
誤訳：半日待ったが、彼はとうとう来なかったので、とりあえずこちらに駆け
つけてきた。　
2
 これを直訳すると、「一寸の光陰は同じだけの金に値する」となる。
3
 中国語の「家花不如野花香」は自分の妻よりも愛人のほうが美しく見えるを喩えて言
う言葉であり、日本語の「隣の花は赤い」は人のものはなんでもよく見えるを意味す
るので、両者は意味上では微妙に異なる。
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適訳： だいぶ待ったが（待ちに待ったが）、彼はとうとう来なかったので、とり
あえずこちらに駆けつけてきた。
例文 16 での「半天」は日本語の「半日」のように正確な時間を表すのでなく、
だいぶ待った、待ちに待ったなどのように大まかな時間を示して、期待の気持ち
を表す熟語である。
そのほか、「老三届（古い三ヶ年の卒業生 4）」「侃大山（大いにおしゃべりする 5 
）」「妻管严（かかあ天下 6）」「吃人不吐骨头（日本語の『血も涙もない』に似てい
る 7）」などのような中国色濃い熟語をいかに訳すか、そしてその訳文が異なった
文化背景で育った日本人に通じるかが学習者にとって非常に頭を悩ます点であろ
う。
7. 受身文における誤訳
中国語では主体が、出来事から好ましくない影響を被ることを表す場合以外は、
受動表現は使われることが少なく、むしろ能動表現の方がよく用いられる。一方、
日本語では受動表現がよく用いられる。したがって翻訳の作業において、原文の
中国語には受身の要素がないにもかかわらず、日本語訳文ではしばしば受身表現
として翻訳されている。例えば、
例文 17：父亲去世了，我觉得眼前一片漆黑。
誤訳：父親が死んで、目の前が真っ暗だ。
適訳：父親に死なれて，目の前が真っ暗だ。
例文 18：有人问我附近有没有花店。
誤訳：人が私に近所に花屋があるかどうかを聞いた。
適訳：近所に花屋があるかどうか聞かれた。
中国語では、例文 17 のように「死ぬ」など目的語をもてない自動詞は受け身文
（「死なれる」）にならない。また例文 18 からは、「聞く」など他動性（受け手に対
する動作の影響）の弱い動詞も、受動文（「聞かれる」）になりにくいことが分か
る。むしろ動作主「有人」を補って能動文にするほうが中国語らしい言い方であ
4
 中国文化大革命初期の 1966、1967、1968 年の高校卒業生を言う。
5
 直訳すれば、大きな山について雑談する。
6
 文字的な意味は妻が厳しく管理することである。
7
 直訳すれば、人を食うときには骨まで噛み砕いて飲んでしまう。
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る。ただし、それらを受身文として日本語に翻訳したほうが自然と思われる。こ
れについて森田（2002:3）は「日本語は『話し手中心主義』の言語であるのに対
し、中国語は『事実中心主義』の言語である」と述べている。つまり、日本語は
話者の視点が話し手である自分に向けられるが、中国語は動作主に視点を置いて
いる。また、次の例を見よう。
例文 19：这种心理过度了，就会发展成为我们所说的“躁狂抑郁症”。
誤訳：このような心理は度を越すと、私たちの言う「躁鬱病」に発展してしま
う。
適訳： このような心理は度を越すと、「躁鬱病」と呼ばれる病気に発展してしま
う。
例文 20：首脑会谈在东京举行。
誤訳：首脳会談は東京で行う。
適訳：首脳会談は東京で行われる。
例文 19 を見てみると、原文は能動文「我们所说的（直訳：私たちの言う）」で
あるが、その訳文は「呼ばれる」のような受身文になる。それ以外にも、日本語
のニュースではよく「言われる」「言われている」などの受身表現が現れる。
また、例文 20 が示す通り、会談などを含むイベント（「開かれる」「行われる」
「進められる」）や製作（「作られる」「書かれる」「建てられる」）などの受身文も
日本語ではごく自然なものである。これは森田（2002：201）が指摘したように、
「日本人の心理には、世の中（人 ・々外）に取り巻かれている己（内）があり、そ
れら他人（人々・世の中）に支配されている存在と考える受動的心理が濃厚に働
き、それが日本語に受身表現を発達させる原動力になっている」からだと思われ
る。
　
8. まとめ
以上、中国人日本語学習者が中国語を日本語に翻訳する際に発生する問題点を
同形語・数量詞・人称代名詞・ことわざ・受身などの観点から考察を行った。考
察結果から分かるように、語彙の面では学習者が常に自分の持っている中国語の
漢字知識に基づいて、日本語の漢語語彙を理解し、使おうとするので、同形語や
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数量詞などの翻訳において誤訳を生じやすい。また、受身文においても母語中国
語の影響で学習者が日本語訳を能動表現にしてしまう傾向が見られる。これは母
語と日本語の特徴の相違を考えず訳したため、誤訳や不明瞭な翻訳になってしま
うものである。
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